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ヒッグス粒子の結合定数の精密測定から	
  
どのような新物理への展望が拓けるかを理論的に見極めたい	
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これらの問題を解消するような、新物理効果が必要とされる。	


電弱相互作用に関する	
  
精密測定と矛盾	


ヒッグス粒子とゲージボソンの間の結合定数が標準模型からずれた場合	


縦波散乱振幅の摂動論的
ユニタリー性の破れ	
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本研究のアプローチ	


素粒子標準模型には含まれない新しいヒッグス粒子の存在	
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標準模型には含まれない新しいヒッグス粒子の存在を示唆  	


未だ見ぬヒッグス粒子の存在可能性を探求したい	


電弱相互作用に関する	
  
精密測定と矛盾	


ヒッグス粒子の結合定数をプローブとして、	


ヒッグス粒子とゲージボソンの間の結合定数が標準模型からずれた場合	


,	
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長井　遼　(名古屋大学)	
2014/07/22	


電弱相互作用に関する	
  
精密測定と矛盾	


ヒッグス粒子とゲージボソンの間の結合定数が標準模型からずれた場合	


縦波散乱振幅の摂動論的
ユニタリー性の破れ	
  

縦波ゲージボソン散乱（　　　　　　　　　　）　　　　	


ヒッグス粒子の結合定数の精密測定から	
  
どのような新物理への展望が拓けるかを理論的に見極めたい	
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ヒッグス粒子	
  
との相互作用	


▶	
  散乱確率がエネルギーの増大とともに大きくなる（∵	
  縦波偏極ベクトル）	
  

▶	
  摂動論的ユニタリティー（確率の保存則）の破綻を導く	
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摂動論的ユニタリティー （　　　　　　　　　　　）	


126GeV	


重心エネルギーに関する定数項が大きすぎると	
  
再び摂動論的ユニタリティーの破綻を導く	
  

➡　結合定数と未発見ヒッグス粒子の質量との関係に制限	


126GeV	


高エネルギー極限	


例.)　中性ヒッグス粒子が２種類存在する場合	


未発見	
  
中性ヒッグス粒子の質量	
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Ex.)	
  Tere	
  are	
  two	
  neutral	
  Higgs	
  bosons	


摂動論的ユニタリティーからの制限	
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“未発見ヒッグス粒子”に対する情報をさらに引き出せないか？	
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  電弱精密測定との整合性を要求	
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・・・電弱スケールの物理に対する新物理のNon-­‐decoupling効果を表すパラメータ	


（ρパラメータに対する量子補正:	
  Δρ）	


電弱精密測定との整合性	


Peskin-­‐竹内のS,T,Uパラメータ	
 M.E.Peskin	
  and	
  T.Takeuchi	
  (1990)	
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まとめ	


ヒッグス粒子の結合定数の精密測定から	
  
どのような新物理への展望が拓けるかを理論的に見極めたい	
  

ü  ヒッグス粒子とゲージボソンとの結合定数は、高エネルギースケールに
おける標準模型の摂動論的ユニタリー性と電弱精密測定との整合性に
深く関わる。	
  

	
  
ü  ヒッグス粒子とゲージボソンとの結合定数を精密測定することによって、

標準模型がどのエネルギースケールまで摂動論的かつ現象論的に矛盾
がない理論なのかを見極める事が出来る。	
  

	
  
ü  例えば標準模型を超える新物理として、２種類の中性ヒッグス粒子が存

在するような状況を考えた場合、ヒッグス粒子の結合定数の精密測定は、
未発見中性ヒッグス粒子の存在可能性を探る重要なプローブとなる。	
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